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～２０２６春季生活闘争 中間まとめ～ 

石狩集計１００人未満で連合北海道集計を上回る奮闘！ 
 

全石狩地域闘争委員会は 7 月１日（水）、「2026 春季生活闘争 中間まとめ」および今後の取り組みと

課題について確認しました。 

本年の賃上げ・労働条件交渉も昨年に続き記録的な物価高という厳しい情勢の中で行われてきました。 

賃上げ回答状況では、規模別には依然として格差があるものの、すべての組合が月例賃金の引き上げにこ

だわった要求を掲げ交渉した結果、賃上げの流れが中小・地場組合にも継続している。賃上げの広がりが前

進していることの意義は非常に大きいものがあり、今後につながる成果として評価するものです。 

4月以降本格化した中小組合の交渉では、収益が圧迫されつつも人材の確保・定着を重視し、大手並みの

賃上げに踏み切った中小企業もある一方、昨年に並みの回答に終始したところもある。その背景には、経営

状況の違いや取引先の労務費の価格転嫁に対する理解度、転嫁率を十分にできていないことなどが考えられ

ます。生産性三原則にもとづく成果の公正な配分とともに、適正な価格転嫁や「人への投資」「未来への投

資」を通じた生産性の向上などにより、継続的に格差是正を含めた賃上げができる環境を作っていくことが

重要であり、政策面からの対応と労使コミュニケーションの強化が一層重要になっています。 

石狩地域の2026春季生活闘争は最終盤の取り組みを迎えています。賃金交渉に関する登録組合の拡大、

地域最低賃金改善に向けた取り組み等、残る課題の積極的推進に努め、石狩地域すべての働く者の労働条件

改善に取り組みます。 

 

【全石狩地域 参加86組合 妥結67組合 公表・集計可能64組合】 

※昨年集計 参加82組合 妥結50組合 公表・集計可能47組合 

組合規模 
集計    

組合数 

対象組合  

人数 

加重平均妥結額    

（定昇・ベア込み） 

昨年実績額    

（定昇・ベア込み） 
昨年比 

100人未満 

300人未満 

18組合 

20組合 

767人 

3,918人 

15,284円 （5.33％） 

12,356円 （4.48%） 

15,270円（6.01%）  

15,363円（5.14%）  

14円（▲0.68%） 

▲3,007円（▲0.66%） 

300人未満計 38組合 4,685 人 12,863 円 （4.62%） 15,345 円（5.32%）  ▲2,482円（▲0.70%） 

1,000人未満

1,000人以上 

17組合 

9組合 

8,398人 

54,458人 

13,376円 （4.70%） 

13,265円 （4.43%） 

14,718円（5.27%） 

10,667円（4.74％） 

▲1,342円（▲0.57％） 

  2,598円（▲0.31％） 

300人以上計 26組合 62,856 人 13,278 円 （4.46％） 11,722 円（4.88％） 1,556 円（▲0.42％） 

計 64組合 67,541 人 13,249 円 （4.47％） 11,997 円（4.91％） 1,252 円（▲0.44％） 

 

◎要求・回答・妥結情報を石狩地域2026春季生活闘争闘争委員会までお知らせください。 

担当：光崎（ＴＥＬ：011-210-1212 ＦＡＸ：011-210-0606） 


